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　10月は急激に冷え込みが始まりましたね。
　あれこれと、なぜか事務仕事の比重が多くなってしまい、あまり外での活動ができなかっ
た気がします。
　そんな中の、 10月のできごとをご報告したいと思います。

　“居場所づくり” の 11月以降の日程が決まりました。
　９月から、 五代獅子舞保存会の有志メンバーと居場所づ
くりを始めております。
　いまだ “居場所” として認知が低い…ということで、 毎
月プチ企画を行うことにしました。

　11 月は干し柿づくり。
　「当日は参加できないけど…」 と、 リンゴが忙しい代表 ・
鈴木さん。
　「でも、 来てくださる方のために、 柿は提供するわ！」 と
温かいお言葉いただきました。

　冬は、 五代獅子舞保存会の会長さんでもある鈴木さんが
大活躍する予定。
　詳しくは、 チラシをご参照下さい。
（岩木庁舎 ・ 中央公民館岩木館 ・ 岩木図書館 ・ 鳴海陶房記
念館ほかで配布中！）

告知 ～　居場所づくり　

　１０月１０日は、 五代の村社であった稲荷神社の祭礼の日。
　数年ぶりに祝日とかぶったこともあり、 奉納の獅子舞に 「懐
かしい仲間が来た」 と保存会の方々が大悦び。
　昔話にも花が咲く。
　そのおかげで、 「獅子魂」 という石碑を建てたお話や、 歴史
や舞のお話等をまとめた同名の資料 （郷土資料として、 岩木
図書館で閲覧可能） を編纂したお話などをお聞きすることが
できました。
　また、今は舞手のメインが小学生。 “少年組”が舞う獅子舞は、
体力面 ・ その他もろもろの事情で短縮版となっており、 フル
の獅子舞はもっと長いのだとか。
　いつか、 獅子舞のフルバージョンを拝みたいものですね。

獅子舞のお話あれこれ

図書館に収蔵されている冊子。 

表紙をモノクロコピーさせていた

だきました。

いわき探検記



　アイの染料は 「すくも （蒅）」 と呼ばれる状態にするのが一般的ですが、 個人が手を出すには
時間と設備が問題になります。 （強烈なアンモニア臭があるそうで、 プラスで立地条件も）
　9 月末に仕込んだ “沈殿藍”。 手持ちの色あせたｐ H 試験紙を使用して、 何とか抽出するこ
とができました。
　小量しか取れなかったので、 さらにもう１回、 と思って１０月にも仕込みました。 しかし、 こち
らはどうも…。２千円くらいでpH測定器というのが見つかったので、それを使用したのですが、
失敗に終わりました。
　実験開始後、 “染料を抽出するのに適した時期” がズレていることがわかり、 ガックリ。

　しかし、 “沈殿藍” ができたからといって、 それで完成ではありません。 これを水で薄めて、
熟成させて初めて染料ができるそうです。 少量しか沈殿藍がないので、 時期的に熟成が無事に
進む時期なのか、 確認してから次の実験に進みたいと思います。

アイの染料づくり （沈殿藍の作成実験） のその後

　今年も稲刈り体験させていただきました。
　私を含め、 なぜか女性ばかり５人の手伝いが集まり。 男性は、
田んぼの持ち主の農家さんのみ。
　５人のうち１人は、 こちらの農家さんに弟子入りして、 今年か
ら稲づくりを教わっている女性。 彼女が稲刈り機を動かし、 そ
の隙に農家さんが杭立てをし、 女性４人が棒掛け作業。 作業に
慣れてきたら女性陣の動きに対して杭立てが追いつかず…。
　なんとか杭立てしていただき、 １日の予定だった作業が、 天気
をにらみつつ半日で終了。
　私個人の所感としては、 昨年の棒掛けより今年の棒掛けのほう
ががきれいに仕上がって満足！！　（…上達？）

１回目の実験で、 10月に抽出できた

“沈殿藍”

余談ですが、 実験栽培中の和棉の実がはじけ始

めました！　昔は寒くて青森で育たないと言われ

てましたが、 気候が温暖化していると実感。

水分を切り、 内容量

900m ℓの容器に入

れるとこのくらい…

農業

稲刈り体験
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編集後記

　今回は短い紙面となりました。
　来月はもう少し、 紙面を充実させ
たいと反省するばかり…。

　寒さも徐々に本格的になってきま
した。 風邪などひかぬよう、 ご自愛
くださいませ。

空き家

探してます！

梅や柿などの放置果樹

撮った写真を確認したら、 自分が棒掛

けしたものが写り込んでいなかった…


